














要約:国立小児病院外科を新生児期、乳児期に退院し、家庭内でのケアを要し、外来で特別

に指導を行った疾患の中で、比較的症例が多く、かつ家族への指導が困難であった(家族が

理解しにくい)排便機能障害患児について、指導マニュアルを作成した。対象は、ヒルシュ

スプルング病、直腸肛門奇形の根治術後、特発性の腸管機能不全による排便障害、特発性

慢性便秘患者である。 

現在、このマニュアルで退院時指導、外来指導を行っているが、家族の反応をみて、わか

りにくい点を改定していきたいと考えている。 


